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一　
は
じ
め
に

　

安
土
城
天
主
は
織
田
信
長
が
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
造
営
し
た
五
重
天
守

で
、
そ
の
復
元
研
究
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

数
多
く
存
す
る
同
天
主
の
復
元
案
の
う
ち
、
昭
和
五
一
年
に
発
表
さ
れ
た
内
藤
昌

氏
の
復
元
案（
一
）（

以
下
、
内
藤
案
と
記
す
）
は
、
同
天
主
の
復
元
研
究
史
に
お
い
て

大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。

　

内
藤
案
以
前
の
復
元
案
が
『
信
長
公
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
文
献
史
料
に
の
み

基
づ
い
た
の
に
対
し
、
内
藤
氏
は
現
存
す
る
天
主
台
石
垣
を
実
測
・
検
討
し
た
う

え
で
復
元
案
へ
と
反
映
さ
せ
た
。
ま
た
同
氏
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
天
守
指
図
」
を

最
も
重
要
か
つ
信
頼
で
き
る
復
元
史
料
と
位
置
付
け
た
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、「
天
守

指
図
」
は
『
信
長
公
記
』
の
内
容
と
矛
盾
し
て
お
ら
ず
、
天
主
台
石
垣
の
実
測
成

果
と
も
乖
離
し
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
同
氏
は
「
天
守
指
図
」
に
準
拠
し
た
詳
細

な
復
元
案
を
提
示
し
た
。

　

内
藤
案
は
五
重
六
階
・
地
下
一
階
の
望
楼
型
天
守
で
あ
り
、一
階
は
天
主
台
上
端

静
嘉
堂
文
庫
蔵「
天
守
指
図
」お
よ
び
安
土
城
天
主
内
藤
昌
復
元
案
に

関
す
る
考
察

中

村

泰

朗

の
際
に
ま
で
側
柱
列
が
立
つ
。
天
主
台
上
端
平
面
は
不
等
辺
多
角
形
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
に
伴
い
内
藤
案
の
一
階
平
面
も
不
等
辺
多
角
形
と
な
る
。
そ
の
一
方
、
二
階

は
矩
形
を
主
体
と
し
た
平
面
で
あ
っ
て
、
一
階
と
二
階
と
で
は
側
柱
列
の
大
部
分

が
平
行
に
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
詳
し
く
は
後
述
す
る
も
の
の
、
同
案
は
一
重
目

の
軒
先
が
大
き
く
斜
め
に
な
る
。
ま
た
二
階
は
南
辺
を
除
く
三
辺
に
張
り
出
し
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
上
部
に
は
二
重
目
の
屋
根
を
付
庇
状
に
延
長
さ
せ
る
。
そ
の
他
、

三
重
目
の
屋
根
に
は
千
鳥
破
風
と
切
妻
破
風
が
数
多
く
付
さ
れ
る
な
ど
、
同
案
の

屋
根
形
式
は
後
世
の
天
守
に
比
べ
て
非
常
に
複
雑
と
言
え
る
。

　

内
藤
案
の
内
部
に
は
地
階
か
ら
三
階
（
四
階
床
下
）
ま
で
の
高
大
な
吹
き
抜
け

が
あ
り
、そ
の
地
階
中
央
部
に
は
須
弥
壇
と
宝
塔
が
復
元
さ
れ
る（
二
）（

図
1
）。
同
案

は
概
説
書
な
ど
を
通
じ
て
一
般
に
も
広
く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
平
成
四
年
に
開
催

さ
れ
た
セ
ビ
リ
ア
万
国
博
覧
会
で
は
、
同
案
を
基
に
し
た
安
土
城
天
主
五
・
六
階

の
実
物
大
復
元
模
型
が
展
示
さ
れ
た（
三
）。

　

し
か
し
内
藤
案
発
表
の
翌
年
、
宮
上
茂
隆
氏
が
「
天
守
指
図
」
の
復
元
史
料
と

し
て
の
信
頼
性
に
疑
義
を
呈
し
た（

四
）。

同
氏
に
よ
れ
ば
、「
天
守
指
図
」
は
後
世
の
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人
物
が
作
成
し
た
誤
り
の
多
い
復
元
図
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
ま
た
筆

者
も
「
天
守
指
図
」
と
内
藤
案
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
加
え
、
同
図
が
復
元
史

料
と
し
て
信
頼
で
き
な
い
こ
と
、
同
図
に
基
づ
い
た
内
藤
案
の
蓋
然
性
も
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た（
五
）。

　

そ
の
一
方
、
河
田
克
博
・
清
水
隆
宏
の
両
氏
は
平
成
二
五
年
に
開
催
さ
れ
た
二

〇
一
三
年
度
日
本
建
築
学
会
大
会
に
お
い
て
、
内
藤
案
の
追
考
を
行
っ
た
（
以
下
、

同
大
会
に
お
け
る
両
氏
の
発
表
を
河
田
・
清
水
二
〇
一
三
と
記
す（
六
））。

両
氏
は
、
安

土
城
の
跡
地
で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
内
藤
案
の
蓋
然
性
を
示
す
考

古
学
的
物
証
が
見
つ
か
っ
た
と
し
た
。

　

さ
ら
に
両
氏
は
令
和
三
年
に
開
催
さ
れ
た
二
〇
二
一
年
度
日
本
建
築
学
会
大
会

に
お
い
て
、
筆
者
に
よ
る
「
天
守
指
図
」
お
よ
び
内
藤
案
に
対
す
る
批
判
を
検
証

し
た
（
以
下
、
同
大
会
に
お
け
る
両
氏
の
発
表
を
河
田
・
清
水
二
〇
二
一
と
記
す（
七
））。

両
氏
は
、①
内
藤
氏
が
行
っ
た
天
主
台
の
復
元
考
察
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、②
「
天

守
指
図
」
一
階
平
面
図
に
描
か
れ
た
廊
状
建
物
と
そ
の
礎
石
に
つ
い
て
、
③
「
天

守
指
図
」
が
後
世
の
復
元
図
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
以
上
の
三
点
を
検
討
し

た
う
え
で
、
筆
者
に
よ
る
批
判
が
適
当
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
天
守
指
図
」
の
信
頼
性
、
内
藤
案
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
は
賛
否

が
分
か
れ
て
お
り
、
議
論
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

　

安
土
城
天
主
は
建
築
年
代
が
古
く
、
羽
柴
秀
吉
造
営
の
大
坂
城
天
守
な
ど
、
後

世
の
天
守
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
高
田
徹
氏
が

指
摘
し
た
よ
う
に（
八
）、

仮
に
「
天
守
指
図
」
が
信
頼
に
足
る
復
元
史
料
と
す
る
な
ら

ば
、
同
図
は
安
土
城
天
主
の
み
な
ら
ず
後
世
の
天
守
を
考
え
る
う
え
で
も
指
標
的

な
史
料
の
一
つ
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
る
と
、「
天
守
指
図
」
の
信
頼
性
と

内
藤
案
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
天

守
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
昭
和
一
五
年
か
ら
一
七
年
に
か
け
て
、
安
土
城
の
天
主
台
穴
蔵
と
伝

本
丸
跡（
九
）に

対
し
て
発
掘
調
査
（
以
下
、
昭
和
調
査
と
記
す
）
が
実
施
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
天
主
台
穴
蔵
に
お
い
て
一
間
間
隔
で
碁
盤
目
状
に
並
ぶ
礎
石
が
見
つ
か
っ

た
。
た
だ
し
中
央
部
の
み
礎
石
が
な
く
、穴
跡
（
以
下
、中
央
ピ
ッ
ト
と
記
す
）
が

検
出
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
元
年
か
ら
二
十
年
計
画
で
大
規
模
な
発
掘
調
査
（
以

下
、
平
成
調
査
と
記
す
）
が
行
わ
れ
た
。
同
調
査
で
は
天
主
台
穴
蔵
も
再
発
掘
が

図1　内藤案復元断面図
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な
さ
れ
、
新
た
に
多
く
の
考
古
学
的
知
見
が
得
ら
れ
た
。

　

海
野
聡
氏
に
よ
れ
ば

（
一
〇
）、

既
に
失
わ
れ
た
建
物
の
復
元
考
察
を
進
め
る
の
に
あ
た

り
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
考
古
学
的
知
見
は
特
に
重
要
な
史
料
に
な
る
と
い
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
昭
和
調
査
お
よ
び
平
成
調
査
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
二
度
の

日
本
建
築
学
会
大
会
に
お
け
る
河
田
・
清
水
両
氏
の
主
張
を
再
検
討
す
る
。
ま
た

石
垣
の
構
築
技
術
の
変
遷
な
ど
に
関
し
て
は
、
考
古
学
分
野
で
蓄
積
さ
れ
た
研
究

の
成
果
を
参
考
に
す
る
。
こ
こ
で
の
検
討
を
通
し
て
「
天
守
指
図
」
の
復
元
史
料

と
し
て
の
信
頼
性
、
そ
し
て
内
藤
案
の
蓋
然
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
一
一
）。

二　
河
田
・
清
水
二
〇
一
三
の
検
討

︵
一
︶　
内
藤
案
の
考
古
学
的
物
証

　
「
天
守
指
図
」
地
階
平
面
図
を
見
る
と
、中
央
部
に
宝
塔
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ

て
い
る
。
内
藤
氏
は
同
図
に
倣
っ
て
中
央
ピ
ッ
ト
の
直
上
に
須
弥
壇
と
宝
塔
を
復

元
し
た
。
河
田
・
清
水
両
氏
は
内
藤
案
に
対
し
て
追
考
を
加
え
、「
こ
れ
（
筆
者

註
：
宝
塔
ら
し
き
仏
教
的
な
物
体
が
存
し
た
こ
と
）を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、近

年
発
掘
調
査
さ
れ
た
こ
の
部
分
の
底
に
鎮
魂
物
で
も
入
れ
た
か
の
よ
う
な
壺
（
筆

者
註
：
甕
）
（
一
二
）の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
、
内
藤
案
は
一
階
と
二
階
と
で
側
柱
列
の
大
部
分
が
平

行
に
な
ら
な
い
。
河
田
・
清
水
両
氏
に
よ
れ
ば
、
通
例
に
従
う
と
す
る
な
ら
ば
、
一

重
目
の
屋
根
の
軒
先
を
水
平
に
し
て
、屋
根
の
上
側
（
二
階
外
壁
と
接
す
る
部
分
）

に
傾
斜
を
付
け
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
天
守
指
図
」
二
階
平
面
図
に

は
側
柱
列
に
沿
っ
て
華
頭
窓
ら
し
き
書
き
込
み
が
あ
る
。
両
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
華
頭
窓
を
塞
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
内
藤
案
で
は
通
例
に
反
し
て
一
重

目
の
屋
根
の
軒
先
に
傾
斜
を
付
け
、
屋
根
の
上
方
を
水
平
に
し
た
と
い
う
。

　

一
重
目
の
屋
根
の
軒
先
に
傾
斜
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
こ
に
使
用
さ
れ
た
軒

丸
瓦
・
軒
平
瓦
は
瓦
当
部
が
斜
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
両
氏
は
そ
の
よ
う
な

瓦
が
実
際
に
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
と
し
た
。
す
な
わ
ち
内
藤
案
は
考
古
学
的

物
証
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
安
土
城
天
主
の
復
元
案
と
し
て
、
内
藤
案
の
他
に
宮
上
氏
に
よ
る
案
（
以

下
、
宮
上
案
）
と
佐
藤
大
規
氏
に
よ
る
案
（
以
下
、
佐
藤
案
）
が
知
ら
れ
る
（
一
三
）。
河

田
・
清
水
両
氏
に
よ
れ
ば
、
宮
上
案
・
佐
藤
案
と
も
に
一
切
軒
先
を
斜
め
に
し
て

お
ら
ず
、
瓦
当
部
を
斜
め
に
し
た
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
以
上
、
内
藤
案
が
最
も

蓋
然
性
の
高
い
復
元
案
と
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
。

︵
二
︶　
中
央
ピ
ッ
ト
で
見
つ
か
っ
た
甕
の
破
片

　

河
田
・
清
水
両
氏
は
近
年
の
発
掘
調
査
で
中
央
ピ
ッ
ト
の
底
か
ら
鎮
魂
物
で
も

入
れ
た
か
の
よ
う
な
甕
の
破
片
が
見
つ
か
っ
た
と
し
た
。
両
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の

近
年
の
発
掘
調
査
と
は
、
発
表
梗
概
に
記
さ
れ
た
前
後
の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
内

藤
案
発
表
の
後
に
実
施
さ
れ
た
調
査
す
な
わ
ち
平
成
調
査
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
甕
の
破
片
は
既
に
昭
和
調
査
で
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
調
査
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
（
一
四
）、
中
央
ピ
ッ
ト
の
内
部
か
ら
焼
土
や
木
炭
化
し

た
木
材
の
破
片
に
加
え
、
褐
色
の
甕
の
破
片
が
数
十
個
見
つ
か
っ
た
。
内
藤
氏
も

昭
和
五
一
年
に
発
表
し
た
論
考
の
中
で
、「
二
尺
平
方
深
さ
四
尺
の
穴
（
筆
者
註
：

中
央
ピ
ッ
ト
）
に
あ
っ
た
壺
（
筆
者
註
：
甕
）
の
破
片
に
想
を
馳
せ
れ
ば
、
舎
利

容
器
の
存
在
を
推
定
し
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
調
査
で
も
同
種
の
甕
の
破
片
が
見
つ
か
っ
た
。
た
だ
し
平
成
調

査
に
考
古
学
の
専
門
職
と
し
て
携
わ
っ
た
木
戸
雅
寿
氏
に
よ
れ
ば
（
一
五
）、
中
央
ピ
ッ
ト

の
内
部
に
甕
を
据
え
付
け
た
痕
跡
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
当
該
の
甕
が
意
図
的
に
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中
央
ピ
ッ
ト
の
内
部
に
設
置
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
当
該
の
甕
の
破
片
は

天
主
と
は
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
お
そ
ら
く
は
天
主
焼
失
時
も

し
く
は
そ
れ
以
後
に
甕
の
破
片
が
落
ち
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
一
六
）。

　

ま
た
中
央
ピ
ッ
ト
で
見
つ
か
っ
た
の
は
甕
の
破
片
で
あ
っ
て
、
甕
の
内
容
物
に

つ
い
て
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
河
田
・
清
水
両
氏
は
当
該
の
甕
に
つ
い
て
「
鎮

魂
物
で
も
入
れ
た
か
の
よ
う
な
」
と
し
た
が
、
そ
の
根
拠
は
皆
無
に
等
し
い
と
言

え
る
。

︵
三
︶　
瓦
当
部
を
斜
め
に
し
た
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦

　

内
藤
氏
は
昭
和
五
一
年
の
論
考
で
安
土
城
天
主
の
復
元
案
を
発
表
し
、
そ
の
後
、

平
成
六
年
に
上
記
論
考
を
再
編
・
追
記
し
た
著
書
を
発
刊
し
た
（
一
七
）。
瓦
当
部
を
斜
め

に
し
た
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
一
年
の
論
考
で
は
言
及
さ
れ
て

お
ら
ず
、
平
成
六
年
の
著
書
で
初
め
て
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
た
。
同
氏
に
よ
れ

ば
、
当
該
の
瓦
は
天
主
台
東
面
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
瓦
当
部
の
傾
き
が

内
藤
案
に
お
け
る
屋
根
の
傾
き
と
合
致
す
る
と
い
う
。

　

河
田
・
清
水
両
氏
は
、当
該
の
瓦
が
昭
和
五
一
年
の
内
藤
案
発
表
後
に
見
つ
か
っ

た
こ
と
を
述
べ
、
当
該
の
瓦
の
発
見
を
も
っ
て
「
天
守
指
図
」
の
信
頼
性
と
内
藤

案
の
蓋
然
性
の
高
さ
を
強
調
し
た
。
し
か
し
当
該
の
瓦
に
つ
い
て
は
、
内
藤
氏
の

著
書
に
「
天
主
台
東
面
で
の
発
掘
」
と
あ
る
点
を
除
け
ば
、
出
土
箇
所
や
出
土
時

の
状
況
な
ど
に
関
す
る
記
録
が
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

　

昭
和
調
査
で
発
掘
さ
れ
た
箇
所
は
天
主
台
穴
蔵
と
伝
本
丸
跡
で
あ
っ
て
、
天
主

台
の
東
面
は
未
発
掘
で
あ
る
。
ま
た
平
成
調
査
で
天
主
台
の
周
辺
が
発
掘
さ
れ
た

の
は
平
成
一
〇
年
以
降
で
あ
り
、
内
藤
氏
が
著
書
を
ま
と
め
た
平
成
六
年
の
時
点

で
天
主
台
の
東
面
は
公
的
に
は
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
当
該
の
瓦
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
発
掘
さ
れ
た
も
の
か
、
詳
細
が
全
く
判
然
と
し
な
い
。
加
え
て

言
え
ば
、
当
該
の
瓦
が
天
主
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。

　

河
田
・
清
水
両
氏
は
内
藤
案
を
除
け
ば
軒
先
を
斜
め
に
し
た
復
元
案
は
な
い
と

し
た
が
、実
際
の
と
こ
ろ
を
言
え
ば
、佐
藤
案
は
二
重
目
の
軒
先
を
部
分
的
に
斜
め

に
す
る
。
佐
藤
氏
は
「
天
守
指
図
」
を
復
元
史
料
と
し
て
採
用
し
て
お
ら
ず
、「
安

土
日
記
」
お
よ
び
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
「
信
長
記
」
の
内
容
に

加
え
、
後
世
の
天
守
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
建
築
的
構
成
に
基
づ
い
て
復
元
案
を

提
示
し
た
。「
天
守
指
図
」
に
基
づ
い
た
内
藤
案
と
「
天
守
指
図
」
に
基
づ
か
な
い

佐
藤
案
と
で
は
建
築
的
構
成
が
全
く
異
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
に

は
と
も
に
瓦
当
部
を
斜
め
に
し
た
瓦
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

瓦
当
部
を
斜
め
に
し
た
瓦
の
発
見
を
も
っ
て
内
藤
案
の
蓋
然
性
を
主
張
す
る
こ
と

自
体
が
そ
も
そ
も
不
適
切
と
言
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、中
央
ピ
ッ
ト
の
内
部
で
見
つ
か
っ
た
甕
の
破
片
、瓦

当
部
を
斜
め
に
し
た
瓦
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
内
藤
案
の
考
古
学
的
物
証
に
は

な
り
得
な
い
。
以
上
よ
り
、
河
田
・
清
水
二
〇
一
三
の
主
張
は
妥
当
な
も
の
と
は

言
え
な
い
。

三　
河
田
・
清
水
二
〇
二
一
の
検
討

　

河
田
・
清
水
両
氏
は
、筆
者
に
よ
る
「
天
守
指
図
」
お
よ
び
内
藤
案
に
対
す
る
批

判
が
適
当
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。本
章
で
は
両
氏
が
挙
げ
た
三
つ
の
論
点
、す
な

わ
ち
、
①
内
藤
氏
が
行
っ
た
天
主
台
の
復
元
考
察
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
②
「
天

守
指
図
」
一
階
平
面
図
に
描
か
れ
た
廊
状
建
物
と
そ
の
礎
石
に
つ
い
て
、
③
「
天

守
指
図
」
が
後
世
の
復
元
図
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
改
め
て
検
討

す
る
。
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︵
一
︶　
内
藤
氏
が
行
っ
た
天
主
台
の
復
元
考
察
の
妥
当
性
に
つ
い
て

1　
こ
れ
ま
で
の
議
論

　

現
状
、
天
主
台
石
垣
は
上
部
が
大
き
く
崩
壊
し
て
い
る
が
、
内
藤
氏
は
崩
壊
し

た
部
分
を
復
元
的
に
補
う
こ
と
で
天
主
台
上
端
平
面
図
を
作
成
し
た
。「
天
守
指

図
」
一
階
平
面
図
と
同
氏
作
成
に
よ
る
天
主
台
上
端
平
面
図
は
外
形
が
酷
似
し
て

お
り
、
同
氏
は
こ
の
点
を
も
っ
て
「
天
守
指
図
」
の
復
元
史
料
と
し
て
の
信
頼
性

を
認
め
た
。

　

た
だ
し
同
氏
が
作
成
し
た
天
主
台
復
元
断
面
図
（
一
八
）（
図
2
）
に
は
、
一
部
に
強
い

反
り
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
特
に
伝
二
の
丸
跡
に
面
し
た
西
辺
の
石
垣
は
上
部
が

ほ
ぼ
鉛
直
と
な
る
。
筆
者
は
北
垣
聰
一
郎
氏
が
昭
和
六
二
年
に
発
刊
し
た
著
書
に

基
づ
き
（
一
九
）、

天
正
年
間
と
い
う
時
代
性
を
考
え
る
と
、
内
藤
氏
が
行
っ
た
天
主
台
の

復
元
考
察
は
妥
当
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
北
垣
氏
に
よ
れ
ば
、
天
正

年
間
の
石
垣
に
は
反
り
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
安
土
城
の
石
垣
調
査
報
告
書
（
以

下
、
石
垣
報
告
書
と
記
す
）
に
よ
れ
ば
（
二
〇
）、
城
内
に
残
る
天
正
年
間
の
石
垣
は
直
線

状
に
築
か
れ
た
も
の
が
専
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
内
藤
氏

に
よ
る
天
主
台
の
復
元
は
石
垣
の
反
り
と
い
う
観
点
で
重
大
な
問
題
が
あ
る
と
言

え
る
。

　

仮
に
天
主
台
石
垣
に
反
り
を
設
け
ず
し
て
上
端
平
面
図
を
作
成
す
る
と
、
そ
の

図
は
内
藤
氏
が
作
成
し
た
上
端
平
面
図
よ
り
も
狭
小
と
な
る
。
つ
ま
り
「
天
守
指

図
」
一
階
平
面
図
は
実
際
の
天
主
台
上
端
平
面
と
は
合
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
同
図
の
復
元
史
料
と
し
て
の
信
頼
性
は
否
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
、河
田
・
清
水
両
氏
は
筆
者
と
同
じ
く
北
垣
氏
の
著
書
を
参
照
し
た
う

え
で
下
記
の
諸
点
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
北
垣
氏
に
よ
れ
ば
、
石
垣
の
反
り
に

関
す
る
お
ぼ
ろ
げ
な
意
識
は
天
正
・

文
禄
年
間
に
な
っ
て
発
生
し
た
。
ま

た
石
垣
の
構
築
技
術
は
天
正
年
間
と

い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
期
間
に
発
展

し
た
。

　

さ
ら
に
北
垣
氏
は
両
氏
に
下
記
の

通
り
の
発
言
を
し
た
と
い
う
（
二
一
）。「

安

土
城
の
石
垣
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
技
法

が
混
在
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
隅
石

の
積
み
方
に
は
旧
来
の
重
ね
積
み
が

見
ら
れ
る
一
方
、
別
の
部
分
に
は
後

に
常
識
と
な
る
算
木
積
み
が
見
ら
れ

る
。
算
木
積
み
は
安
土
城
が
最
初
の

例
と
考
え
ら
れ
る
」。
両
氏
は
北
垣

氏
の
発
言
を
踏
ま
え
、「
安
土
城
石

垣
構
築
の
技
法
は
、
穴
太
積
み
発
展

過
程
の
最
初
の
例
と
位
置
付
け
ら
れ
、

大
き
く
崩
壊
し
て
い
る
上
方
部
分
に

全
く
反
り
が
な
い
と
は
断
定
で
き
な

い
」
と
し
た
。

　

ま
た
両
氏
に
よ
れ
ば
、
内
藤
氏
は

天
主
台
石
垣
の
反
り
に
つ
い
て
、
綿

密
に
実
測
し
た
成
果
に
基
づ
い
て
考

察
を
進
め
た
。
内
藤
氏
は
崩
落
し
た

図2　天主台復元断面図（内藤氏作成）
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天
主
台
石
垣
の
上
部
を
復
元
す
る
の
に
あ
た
り
、
承
応
四
年
（
一
六
五
五
）
に
成

立
し
た
『
石
垣
築
様
目
録
』（
以
下
、『
目
録
』
と
記
す
）
に
よ
っ
て
反
り
の
程
度

を
推
定
し
た
。
両
氏
は
、「
同
書
（
筆
者
註
：
『
目
録
』）
の
反
り
を
つ
け
る
技
法

は
、
い
く
つ
か
あ
る
石
垣
構
築
技
術
書
の
な
か
で
は
最
も
反
り
の
少
な
い
技
法
で

あ
る
。
少
な
い
反
り
を
つ
け
て
広
げ
た
石
垣
上
方
平
面
が
『
天
守
指
図
』
の
一
階

平
面
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
は
決
し
て
無
理
な
考
察
で
は
な
い
」
と
主
張
し
た
。

2　
石
垣
の
構
築
技
術
に
関
す
る
考
古
学
分
野
の
研
究
成
果

　

宮
武
正
登
氏
に
よ
れ
ば
（
二
二
）、

筆
者
や
河
田
・
清
水
両
氏
が
参
考
に
し
た
北
垣
氏
の

著
書
は
、
発
刊
か
ら
三
十
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
な
お
、
城
郭
の
石
垣
を

主
題
に
し
た
唯
一
の
歴
史
学
系
専
門
書
で
あ
る
。
た
だ
し
近
年
に
各
地
の
調
査
事

例
が
急
増
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
新
知
見
と
の
対
比
・
分
析
が
必
要
と
な
る

と
い
う
。

　

宮
武
氏
に
よ
れ
ば
、
中
世
か
ら
近
世
の
転
換
期
に
城
郭
の
石
垣
は
急
激
な
発
展

を
遂
げ
た
。
た
だ
し
列
島
各
地
に
分
布
し
た
多
種
多
様
な
構
築
技
術
の
形
態
が
同

一
方
向
へ
と
進
化
を
遂
げ
た
の
で
は
な
く
、
近
江
地
方
を
中
心
に
発
展
し
た
構
築

技
術
が
各
地
へ
と
拡
散
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
事
例
で
見
る
と
、
観
音

寺
城
か
ら
安
土
城
へ
、
安
土
城
か
ら
大
坂
城
へ
、
大
坂
城
か
ら
肥
前
名
護
屋
城
へ

と
い
う
、
織
田
・
豊
臣
政
権
の
成
長
過
程
に
平
行
し
た
、
構
築
技
術
の
段
階
的
な

発
展
が
系
統
的
に
追
え
る
と
い
う
。

　

ま
た
同
氏
に
よ
れ
ば
、
天
正
年
間
以
前
に
築
か
れ
た
城
郭
の
石
垣
に
は
、
直
線

状
の
勾
配
の
石
垣
し
か
存
在
し
な
い
。
俗
に
「
武
者
返
し
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
湾

曲
し
た
反
り
は
、
天
正
年
間
に
は
開
発
さ
れ
て
い
な
い
技
術
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
天
正
末
年
頃
か
ら
文
禄
年
間
に
か
け
て
築
か
れ
た
肥
前
名
護
屋
城
の
石

垣
を
確
認
す
る
。
市
川
浩
文
氏
は
（
二
三
）、
同
城
弾
正
丸
お
よ
び
馬
場
南
面
の
石
垣
を
詳

細
に
実
測
し
、
両
箇
所
の
石
垣
に
折
れ
線
状
の
勾
配
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
両
箇
所
の
石
垣
は
鉛
直
高
に
し
て
七
〜
八
割
前

後
の
高
さ
付
近
を
境
に
、
下
部
よ
り
も
上
部
の
方
が
一
〇
度
か
ら
二
〇
度
ほ
ど
急

勾
配
に
変
化
す
る
。
た
だ
し
慶
長
年
間
以
降
の
石
垣
が
一
定
の
高
さ
ご
と
に
勾
配

を
変
化
さ
せ
て
湾
曲
し
た
反
り
を
造
る
の
に
対
し
、
同
城
の
石
垣
は
基
底
部
か
ら

勾
配
の
変
化
点
ま
で
直
線
状
に
石
材
を
積
み
上
げ
、
ま
た
変
化
点
か
ら
上
端
ま
で

も
直
線
状
に
石
材
を
積
み
上
げ
る
。

　

さ
ら
に
宮
武
氏
に
よ
れ
ば
、
加
藤
清
正
が
普
請
を
担
当
し
た
文
禄
二
年
（
一
五

九
三
）
の
西
生
浦
倭
城
（
大
韓
民
国
蔚
山
広
域
市
）
の
高
石
垣
は
、
肥
前
名
護
屋

城
の
石
垣
と
同
じ
く
折
れ
線
状
の
勾
配
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
同
じ

く
清
正
が
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
ま
で
に
築
い
た
熊
本
城
大
天
守
台
に
は
湾
曲

し
た
強
い
反
り
が
見
ら
れ
、
反
り
の
技
法
の
大
幅
な
進
歩
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
す
る
と
、
肥
前
名
護
屋
城
で
確
認
さ
れ
た
折
れ
線
状
の
勾
配
変
化
は
反
り
の

原
初
的
形
態
と
判
断
で
き
る
と
い
う
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
石
垣
の
構
築
技
術
に
つ
い
て
は
観
音
寺
城
か
ら
肥
前
名
護

屋
城
ま
で
の
間
に
、
段
階
的
な
発
展
を
系
統
的
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

肥
前
名
護
屋
城
の
石
垣
で
確
認
さ
れ
た
折
れ
線
状
の
反
り
は
、
湾
曲
し
た
反
り
の

原
初
的
形
態
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
肥
前
名
護
屋

城
よ
り
も
前
の
段
階
に
あ
た
る
安
土
城
に
お
い
て
、
上
部
を
鉛
直
に
す
る
ほ
ど
の

強
い
反
り
が
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
。
こ
の
こ
と
は
安
土
城
内
に
現
存
す
る
天
正

年
間
の
石
垣
に
、
反
り
が
全
く
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
（
二
四
）。

つ
ま

り
考
古
学
分
野
で
蓄
積
さ
れ
た
石
垣
の
構
築
技
術
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
踏
ま

え
る
と
、
安
土
城
の
天
主
台
石
垣
に
内
藤
案
の
よ
う
な
反
り
が
あ
っ
た
可
能
性
は

低
い
と
言
え
る
。
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な
お
河
田
・
清
水
両
氏
が
紹
介
し
た
北
垣
氏
の
発
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
安
土

城
内
に
残
存
す
る
天
正
年
間
の
石
垣
を
見
る
と
、
旧
来
の
重
ね
積
み
や
初
歩
的
な

算
木
積
み
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
技
法
は
あ
く
ま
で
隅
角
部
の
積

み
方
で
あ
っ
て
、
算
木
積
み
の
発
展
と
反
り
の
有
無
・
程
度
の
間
に
明
確
な
関
係

性
は
認
め
ら
れ
な
い
（
二
五
）。

3　
石
垣
の
技
術
書
に
関
す
る
考
古
学
分
野
の
研
究
成
果

　

北
垣
氏
は
熊
本
藩
穴
太
衆
・
北
川
家
に
伝
わ
っ
た
『
石
垣
秘
伝
之
書
』
と
加
賀

藩
穴
太
衆
・
後
藤
家
に
伝
わ
っ
た
『
唯
子
一
人
伝
』
を
検
討
し
た
（
二
六
）。

同
氏
に
よ
れ

ば
、
石
垣
に
反
り
を
付
け
る
方
法
と
し
て
、
基
底
部
か
ら
一
間
ご
と
に
勾
配
を
変

え
る
方
法
と
、
基
底
部
か
ら
三
分
の
一
程
度
ま
で
直
線
状
に
築
き
、
こ
こ
か
ら
勾

配
に
変
化
を
設
け
て
反
り
を
付
け
る
方
法
が
あ
る
。
前
者
の
方
法
を
説
い
た
石
垣

の
技
術
書
と
し
て
は
、『
石
垣
秘
伝
之
書
』
の
他
に
『
石
墻
書
』
と
内
藤
氏
が
参
考

に
し
た
『
目
録
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

北
野
博
司
氏
は
『
石
垣
秘
伝
之
書
』・『
石
墻
書
』・『
目
録
』
の
三
書
に
お
け
る

勾
配
の
説
明
を
比
較
し
た
（
二
七
）。
同
氏
に
よ
れ
ば
、『
石
墻
書
』
と
『
目
録
』
の
二
冊
は
、

汎
用
性
の
高
い
『
石
垣
秘
伝
之
書
』
か
ら
反
り
を
付
け
る
具
体
的
な
方
法
を
例
示

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
前
者
の
二
冊
は
上
部
の
反
り
が
強
く
、
後
者

は
反
り
の
弱
い
直
線
的
な
勾
配
を
示
す
と
い
う
。
河
田
・
清
水
両
氏
は
、『
目
録
』

が
石
垣
の
構
築
技
術
書
の
中
で
最
も
反
り
の
少
な
い
史
料
と
し
た
も
の
の
、
北
野

氏
に
よ
る
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
両
氏
の
指
摘
は
不
適
切
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
安
土
城
の
天
主
台
石
垣
は
西
辺
の
南
端
で
測
る
と
、
鉛
直
高
に
し
て

四
・
一
七
ｍ
す
な
わ
ち
一
三
・
八
尺
ほ
ど
が
残
存
す
る
（
二
八
）。

当
時
の
一
間
は
六
・
五

尺
を
基
準
に
し
た
の
で
、
一
三
・
八
尺
と
言
え
ば
二
間
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

当
該
の
石
垣
は
途
中
で
勾
配
を
変
更
し
な
い
。
つ
ま
り
安
土
城
の
天
主
台
石
垣
は

『
目
録
』と
は
異
な
る
方
法
を
も
っ
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
『
目
録
』
は
天
正
年
間
よ
り
年
代
が
大
き
く
降
る
承
応
四
年
に
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
な
ぜ
同
書
に
よ
っ
て
天
主
台
の
石
垣
の
反
り
が
推
定
で
き
る
の

か
、
そ
の
具
体
的
な
根
拠
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

4　
内
藤
氏
に
よ
る
天
主
台
の
実
測

　

内
藤
氏
の
実
測
に
よ
れ
ば
（
二
九
）（
図
3
）、天
主
台
西
辺
の
石
垣
は
南
端
（
Ｑ
6
）
の

勾
配
が
六
三
・
三
度
、
中
央
（
Ｑ
8
）
が
六
四
度
、
北
端
（
Ｑ
9
）
が
六
四
度
強

で
あ
る
。
同
氏
は
、
西
辺
の
石
垣
が
内
側
（
Ｑ
6
）
か
ら
外
側
（
Ｑ
9
）
に
向
か

う
に
つ
れ
て
勾
配
が
急
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
東
辺
の
石
垣
は
南
端

（
Ｑ
15
）
の
勾
配
が
六
一
・
三
度
強
、
中
央
（
Ｑ
14
）
が
六
一
・
三
度
、
北
端
（
Ｑ

13
）
が
六
一
度
で
あ
り
、
同
氏
は
、
西
辺
と
同
じ
く
東
辺
の
石
垣
は
内
側
（
Ｑ
13
）

か
ら
外
側
（
Ｑ
15
）
に
向
か
う
に
つ
れ
て
勾
配
が
急
に
な
る
と
し
た
。
そ
の
一
方
、

南
辺
と
北
辺
の
石
垣
は
そ
れ
ぞ
れ
西
端
・
中
央
・
東
端
で
勾
配
が
一
定
で
あ
っ
た

と
い
う
。
同
氏
は
以
上
の
実
測
成
果
に
基
づ
い
て
、
西
辺
と
東
辺
の
石
垣
に
は
上

部
に
反
り
が
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。

　

し
か
し
西
辺
の
石
垣
は
全
長
が
南
北
約
三
二
ｍ
と
長
大
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

内
藤
氏
に
よ
る
実
測
は
南
端
・
中
央
・
北
端
の
異
な
る
三
地
点
で
勾
配
を
比
較
し

て
お
り
、
同
一
地
点
に
お
い
て
基
底
部
か
ら
上
端
ま
で
の
勾
配
変
化
を
見
た
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
上
記
の
三
地
点
に
お
け
る
勾
配
の
差
に
つ
い
て
も
、
一
度
程
度

と
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
同
氏
に
よ
る
実
測
の
成
果
は
、「
長
大
な
西
辺
の

石
垣
の
う
ち
、
南
端
・
中
央
・
北
端
の
異
な
る
三
地
点
で
は
、
勾
配
が
ご
く
わ
ず

か
に
異
な
る
」
と
い
う
知
見
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

加
え
て
言
え
ば
、
内
藤
氏
が
実
測
を
し
た
時
点
で
、
西
辺
の
石
垣
は
中
央
と
北

端
が
土
砂
に
よ
っ
て
大
き
く
埋
没
し
て
い
た
（
三
〇
）。
す
な
わ
ち
基
底
部
の
位
置
は
判
然
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と
せ
ず
、
露
出
し
た
部
分
も
数
石
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
は
天
主
台
の
構
築
か
ら

年
数
が
経
過
し
た
こ
と
、
土
砂
に
よ
る
影
響
か
ら
石
垣
の
形
状
変
化
も
可
能
性
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
中
央
と
北
端
に
つ
い
て
は
当

初
の
勾
配
を
正
確
に
実
測
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
東
辺
の
石
垣
は
全
長
が
約
二
〇
ｍ
と
長
大
で
あ
っ
て
、
南
端
・
中
央
・
北

端
の
勾
配
の
差
は
一
度
に
も
満
た
な
い
。
加
え
て
東
辺
の
石
垣
は
崩
壊
と
土
砂
に

よ
る
埋
没
が
西
辺
の
石
垣
よ
り
も
さ
ら
に
著
し
く
、
石
垣
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
そ

の
一
部
は
積
み
直
し
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
当
初
の
勾
配
を
正
確
に
実
測

す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

　

内
藤
氏
に
よ
る
天
主
台
の
実
測
は
発
掘
調
査
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ

の
作
業
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
天
主
台
の
復
元
を

進
め
る
の
に
あ
た
り
、
同
氏
の
実
測
成
果
に
よ
っ
て
反
り
の
有
無
を
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
言
え
る
。

5　
小
結

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
考
古
学
分
野
で
蓄
積
さ
れ
た
研
究
の
成
果
を
踏
ま

え
る
と
、
安
土
城
の
天
主
台
石
垣
に
上
部
を
鉛
直
に
す
る
ほ
ど
の
反
り
が
合
っ
た

と
は
考
え
ら
れ
ず
、『
目
録
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
基
に
し
て
反
り
の
程
度

を
復
元
す
る
こ
と
は
不
適
切
と
言
え
る
。
さ
ら
に
内
藤
氏
が
行
っ
た
天
主
台
の
実

測
成
果
に
よ
っ
て
反
り
の
有
無
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
の
諸
点
か
ら
す

る
と
、
同
氏
が
復
元
し
た
天
主
台
断
面
図
お
よ
び
天
主
台
上
端
平
面
図
の
妥
当
性

は
認
め
ら
れ
な
い
（
三
一
）。

︵
二
︶　
「
天
守
指
図
」一
階
平
面
図
の
廊
状
建
物
と
そ
の
礎
石
に
つ
い
て

1　
こ
れ
ま
で
の
議
論

　
「
天
守
指
図
」
一
階
平
面
図
（
三
二
）（
図
4
）
に
は
、南
東
辺
に
「
東
ノ
御
い
ゑ
ろ
う
か

ノ
み
ち
」
と
あ
る
。
内
藤
氏
に
よ
れ
ば
、上
記
の
書
き
込
み
が
示
す
建
物
は
、天
主

と
伝
本
丸
跡
に
存
し
た
御
殿
（
以
下
、
伝
本
丸
御
殿
と
記
す
）
を
繋
ぐ
廊
状
建
物

で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
同
氏
は
、
天
主
台
南
東
辺
裾
部
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
廊

状
建
物
脚
部
の
礎
石
が
見
つ
か
っ
た
と
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
「
天
守
指
図
」
の

信
頼
性
が
確
認
で
き
る
と
し
た
。
な
お
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
に
つ
い
て
は
、
昭

図3　天主台実測図（内藤氏作成）
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和
五
一
年
の
論
考
に
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
平
成
六
年
の
著
書
で
初
め
て
言
及
さ

れ
て
い
る
。

　

平
成
調
査
に
お
い
て
天
主
台
南
東
辺
裾
部
を
含
む
伝
本
丸
跡
の
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
平
成
調
査
で
作
成
さ
れ
た
発
掘
遺
構
図
（
三
三
）（
図
5
）
の
上
に
、内

藤
氏
が
作
成
し
た
伝
本
丸
跡
実
測
図
を
同
一
ス
ケ
ー
ル
で
重
ね
合
わ
せ
る
。
そ
し

て
実
測
図
に
掲
載
さ
れ
た
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
を
発
掘
遺
構
図
に
落
と
し
込
む

と
、
そ
の
矛
盾
が
明
ら
か
と
な
る
（
図
中
の
網
掛
け
が
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
で

あ
る
）。す
な
わ
ち
内
藤
氏
が
礎
石
の
存
在
を
指
摘
し
た
箇
所
に
は
伝
本
丸
御
殿
に

伴
う
溝
と
落
石
が
あ
る
の
み
で
、
平
成
調
査
に
お
い
て
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
が

見
つ
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
上
記
の
箇
所
に
は
礎
石
抜
取
痕
も
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
併
せ
て
考
え
る
と
、
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
は
内
藤
氏
が
指
摘
し
た
箇
所
に
は

存
在
し
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
筆
者
は
「
天

守
指
図
」
の
信
頼
性
が
考
古
学
的
物
証
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
一
方
、河
田
・
清
水
両
氏
は
筆
者
の
見
解
に
対
し
て
反
論
を
提
示
し
た
。
両

氏
に
よ
れ
ば
、
内
藤
氏
は
平
成
調
査
よ
り
も
前
に
実
測
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
調

査
の
実
施
前
に
作
成
さ
れ
た
調
査
対
象
地
の
地
区
割
図
を
見
て
も
（
三
四
）（

図
6
）、廊
状

建
物
脚
部
の
礎
石
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
で
「
内
藤
氏
の
指
摘
す
る

こ
れ
ら
の
礎
石
は
、
平
成
の
発
掘
調
査
途
上
で
、
内
藤
氏
が
場
所
を
特
定
し
着
目

し
た
結
果
で
あ
り
、
伝
本
丸
御
殿
の
礎
石
を
探
査
す
る
目
的
の
発
掘
調
査
か
ら
す

れ
ば
無
視
さ
れ
る
よ
う
な
小
振
り
の
礎
石
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
両
氏
は
、
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
の
「
信
長
は
、
こ
の
城
（
筆
者
註
：
安

土
城
）
の
一
つ
の
側
に
廊
下
で
互
い
に
続
い
た
、
自
分
の
邸
と
は
別
の
宮
殿
を
造

営
し
た
が
」
と
い
う
記
述
を
引
用
し
つ
つ
（
三
五
）、

こ
の
記
述
に
よ
っ
て
天
主
と
伝
本

丸
御
殿
を
繋
ぐ
廊
状
建
物
の
存
在
が
確
実
と
し
た
。
併
せ
て
「
天
守
指
図
」
に
は

「
東
ノ
御
い
ゑ
ろ
う
か
ノ
み
ち
」
と
方
向
ま
で
示
さ
れ
て
お
り
、よ
り
具
体
的
と
指

摘
し
た
。

図4　「天守指図」一階平面図
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図6　平成調査対象地の地区割図

図5　天主台南東辺裾部の発掘遺構図
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2　
平
成
調
査
の
成
果
と
の
矛
盾

　

河
田
・
清
水
両
氏
に
よ
れ
ば
、内
藤
氏
は
平
成
調
査
の
途
上
で
廊
状
建
物
脚
部
の

礎
石
を
見
出
し
た
と
い
う
。
し
か
し
先
述
し
た
よ
う
に
、
内
藤
氏
が
論
考
を
発
表

し
た
の
は
昭
和
五
一
年
で
あ
り
、
ま
た
上
記
論
考
を
再
編
・
追
記
し
た
著
書
を
発

刊
し
た
の
は
平
成
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
平
成
調
査
に
お
い
て
伝
本

丸
跡
の
発
掘
が
実
施
さ
れ
た
の
は
平
成
一
一
年
で
あ
る
た
め
、
内
藤
氏
が
著
書
を

発
刊
し
た
時
点
に
お
い
て
、
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
が
あ
っ
た
と
す
る
箇
所
（
天

主
台
南
東
辺
裾
部
）
は
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
て
す
ら
い
な
い
。

　

ま
た
前
掲
し
た
平
成
調
査
対
象
地
の
地
区
割
図
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
天

主
台
南
東
辺
裾
部
は
大
量
の
土
砂
な
ど
に
よ
っ
て
埋
没
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
伝

本
丸
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
平
成
一
一
年
よ
り
も
前
に
、
廊
状
建
物
脚
部
の

礎
石
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
と
判
断
で
き
る
。
つ
ま
り
河
田
・
清
水
両
氏
の
指

摘
は
時
系
列
に
重
大
な
矛
盾
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
内
藤
氏
は
平
成
調
査
の
開
始
時
よ
り
特
別
史
跡
安
土
城
跡
調
査
・
整

備
委
員
会
の
委
員
を
務
め
た
（
三
六
）。
仮
に
内
藤
氏
が
平
成
調
査
の
途
上
で
廊
状
建
物
脚

部
の
礎
石
を
指
摘
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
同
調
査
で
作
成
さ
れ
た
発
掘
遺
構
図
や
報

告
書
の
本
文
に
こ
れ
ら
の
礎
石
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
が
判
然
と
し
な
い
。

　

こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
河
田
・
清
水
両
氏
は
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
が
小

振
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。
し
か
し
平
成
調
査
で
作
成
さ
れ
た
発
掘
遺
構
図

は
、伝
本
丸
御
殿
に
伴
う
礎
石
や
礎
石
抜
取
痕
の
み
が
描
か
れ
た
の
で
は
な
く
、落

石
・
溝
・
樹
木
・
時
期
の
遡
る
竈
の
痕
跡
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

詳
細
か
つ
網
羅
的
で
あ
る
。
ま
た
時
期
の
遡
る
竈
に
関
し
て
言
え
ば
、
細
か
な
敷

石
ま
で
も
が
図
示
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
仮
に
内
藤
氏
が
指
摘
を
し
た

箇
所
に
礎
石
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
小
振
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
発

掘
遺
構
図
で
当
該
の
礎
石
は
図
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

加
え
て
言
う
と
、
仮
に
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
が
実
際
に
存
在
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
同
氏
が
実
測
図
を
作
成
し
た
後
に
礎
石
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
持
ち
去

ら
れ
た
、も
し
く
は
滅
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、こ
の
場
合
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
考
古
学
的
痕
跡
と
し
て
礎
石
抜
取
痕
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
平
成
調
査
で
当
該
の
礎
石
抜
取
痕
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
は
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、「
天
守
指
図
」
の
信
頼
性
が
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石

と
い
う
考
古
学
的
物
証
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
他
、
河
田
・
清
水
両
氏
が
引
用
し
た
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
の
記
述
に
よ

れ
ば
、
主
郭
部
に
廊
状
建
物
が
存
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
同
書
に
記
載
さ

れ
た
「
廊
下
」
が
天
主
南
東
辺
と
伝
本
丸
御
殿
を
繋
い
だ
も
の
と
は
特
定
で
き
な

い
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
述
は
「
天
守
指
図
」
に
描
か
れ
た
廊
状
建
物
の
存
在
を
傍

証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
「
天
守
指
図
」
の
内
容
が
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』

の
記
述
よ
り
も
具
体
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
図
の
信
頼
性
を
示
す
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。

︵
三
︶　
「
天
守
指
図
」が
後
世
の
復
元
図
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て

1　
こ
れ
ま
で
の
議
論

　

内
藤
氏
は
「
天
守
指
図
」
が
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
復
元
図
で
あ
る
可
能
性

を
検
討
し
た
。
昭
和
調
査
の
際
、
天
主
台
穴
蔵
の
地
表
面
よ
り
当
初
と
考
え
ら
れ

る
叩
き
漆
喰
層
が
見
つ
か
り
、
同
氏
は
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
穴
蔵
が
天
主
炎
上
後

の
早
く
に
埋
没
し
、
昭
和
調
査
ま
で
埋
没
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
し
た
。

　

同
氏
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
描
か
れ
た
「
近
江
国
蒲
生
郡
安
土
古
城
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図
」（
以
下
、「
貞
享
古
図
」
と
記
す
）
に
お
い
て
、
天
主
台
が
通
例
の
よ
う
に
矩

形
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
仮
に
同
図
が
作
成
さ
れ
た
時
点
で
天
主

台
が
露
出
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
天
主
台
は
実
状
に
即
し
て
不
等
辺
多
角
形
で

描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。「
天
守
指
図
」
の
地
階
平
面
図
と
一
階
平
面

図
は
、
実
状
に
近
い
不
等
辺
多
角
形
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
同
氏
に
よ
れ
ば
、
江

戸
時
代
に
お
い
て
天
主
台
の
実
状
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、「
天
守
指
図
」

が
復
元
図
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
と
し
た
。

　

こ
の
内
藤
氏
の
見
解
に
対
し
、
筆
者
は
発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ
い
て
批
判
を

行
っ
た
。
ま
ず
平
成
調
査
の
際
に
穴
蔵
地
表
面
土
壌
の
自
然
科
学
的
分
析
が
な
さ

れ
た
も
の
の
、
こ
こ
か
ら
は
叩
き
漆
喰
の
石
灰
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
特
徴

的
に
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
平
成
調
査
に
お
け
る
天
主
台
穴
蔵
の
発
掘
調
査
報
告

書
（
以
下
、
天
主
台
穴
蔵
報
告
書
と
記
す
）
で
は
（
三
七
）、

上
記
の
結
果
を
受
け
て
穴
蔵

地
表
面
は
単
に
叩
き
締
め
て
造
成
さ
れ
た
も
の
と
結
論
付
け
た
。
ま
た
「
貞
享
古

図
」
で
天
主
台
の
描
写
を
見
る
と
、
外
周
部
の
石
垣
は
通
例
の
よ
う
に
矩
形
に
描

か
れ
て
い
る
が
、
穴
蔵
周
囲
の
石
垣
は
通
例
に
反
し
て
八
角
形
に
描
か
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
内
藤
氏
が
挙
げ
た
二
つ
の
根
拠
は
適
切
と
は
言
い
難
い
。

　

ま
た
昭
和
調
査
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
礎
石
の
存
在
は
昭
和
調
査
よ
り
も
前
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
調
査
の
際
に
中
央
ピ
ッ
ト
よ
り
見
つ
か
っ
た

炭
化
物
に
対
し
て
自
然
科
学
的
分
析
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
炭
化
物
の
多
く
が

安
土
城
炎
上
時
の
も
の
と
判
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は
一
九
世
紀
の
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
一
九
世
紀
の
時
点
で
穴
蔵
に
人
が

参
入
で
き
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
穴
蔵
が
天
主
炎
上
後
の
早

く
に
埋
没
し
、
昭
和
調
査
に
至
る
ま
で
埋
没
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
す
る
内
藤
氏

の
見
解
は
、
根
拠
が
適
切
で
な
い
こ
と
に
加
え
、
昭
和
・
平
成
両
調
査
の
成
果
に

反
す
る
と
言
え
る
。

　

そ
の
一
方
、河
田
・
清
水
両
氏
は
昭
和
調
査
が
行
わ
れ
た
時
点
で
穴
蔵
の
礎
石
列

の
全
容
が
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
、
さ
ら
に
一
九
世
紀
と
判
定
さ
れ

た
炭
化
物
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
部
分
に
お
け
る
盗
掘
の
一
痕
跡
と
し
た
。
ま

た
両
氏
は
、
穴
蔵
登
り
口
の
複
雑
な
石
段
は
、
昭
和
調
査
で
初
め
て
詳
細
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。「
天
守
指
図
」に
当
該
の
登
り
口
が
描
か
れ
て
い
る
以

上
、
一
七
世
紀
末
頃
に
同
図
を
自
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
池
上
右
平
正
治
が
、
城

跡
を
基
に
天
主
平
面
を
推
定
復
元
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
た
。

2　
江
戸
時
代
に
お
け
る
天
主
台
の
状
況

　

ま
ず
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
の
『
近
江
輿
地
志
略
』
を
見
る
と
、「
安
土
古

城
址
、
安
土
山
に
在
り
。（
中
略
）
頂
上
に
天
守
あ
り
、
今
に
其
跡
石
垣
等
の
顕
然

た
り
」
と
あ
る
（
三
八
）。

同
書
は
膳
所
藩
主
・
本
多
康
敏
の
命
に
よ
っ
て
藩
士
・
寒
川
辰

清
が
編
纂
し
た
地
誌
で
あ
っ
て
、
こ
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
一
八
世
紀
中
頃
に
お

い
て
天
主
台
石
垣
は
確
認
で
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
天
主
台
穴
蔵
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
中
央
ピ
ッ
ト
で
最
も
多
く
見
つ
か
っ
た

炭
化
物
は
マ
ツ
属
の
板
状
破
片
で
あ
る
。
そ
の
年
代
は
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の

結
果
、
一
六
世
紀
（
一
五
二
〇
年
か
ら
一
五
九
五
年
）
と
判
定
さ
れ
、
天
主
が
存

し
た
時
期
と
重
な
る
。
そ
の
一
方
、
中
央
ピ
ッ
ト
か
ら
見
つ
か
っ
た
炭
化
物
の
一

部
は
一
七
世
紀
（
一
六
三
〇
年
か
ら
一
六
六
五
年
）
や
一
九
世
紀
（
一
八
〇
五
年

か
ら
一
八
八
五
年
）
と
判
定
さ
れ
た
（
三
九
）。

　

た
だ
し
中
央
ピ
ッ
ト
は
昭
和
調
査
時
に
完
掘
さ
れ
て
お
り
、
炭
化
物
を
検
出
し

た
土
層
は
昭
和
調
査
で
埋
め
戻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
平
成
調
査
の
時
点

で
中
央
ピ
ッ
ト
は
廃
城
時
の
状
態
が
保
た
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
内
部
で
見
つ

か
っ
た
炭
化
物
が
、
実
際
に
中
央
ピ
ッ
ト
の
位
置
で
使
用
さ
れ
た
部
材
の
破
片
か
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図8　天主台の発掘遺構図

図7　「天守指図」地階平面図
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に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
判
然
と
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
調
査
の
報
告
書
に
は
「
石
蔵
（
筆
者
註
：
穴
蔵
）
内
部

に
つ
い
て
は
、
礎
石
の
存
す
る
こ
と
は
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
あ
り
」
と
記
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
昭
和
調
査
よ
り
も
前
に
、
礎
石
に
関
す
る
情
報
が
出
回
っ
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
り
、
天
主
炎
上
後
の
し
ば
ら
く
は
天
主
台
穴
蔵
が
露
出
し
て
い
た
、

も
し
く
は
昭
和
調
査
よ
り
も
前
に
部
分
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
穴
蔵
が
発
掘
さ

れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
天
主
台
穴
蔵
が
天
主
炎
上
後
の
早

く
か
ら
昭
和
調
査
ま
で
埋
没
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
断
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
平
成
調
査
の
際
、
天
主
台
西
辺
石
垣
裾
部
の
小
区
画
（
以
下
、
伝
二
の
丸

東
溜
り
と
記
す
）
よ
り
、
多
量
の
瓦
や
壁
土
が
焼
け
落
ち
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
。

さ
ら
に
同
箇
所
を
掘
り
下
げ
る
と
、
炭
化
し
た
柱
や
床
材
な
ど
に
加
え
、
建
っ
た

ま
ま
の
状
態
と
考
え
ら
れ
る
焼
け
た
壁
土
と
礎
石
列
が
検
出
し
た
（
四
〇
）。

そ
の
一
方
、

天
主
台
穴
蔵
に
関
し
て
言
え
ば
、
昭
和
調
査
お
よ
び
平
成
調
査
に
お
い
て
多
量
の

瓦
や
壁
土
、
そ
の
他
、
炭
化
し
た
柱
や
床
材
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

木
戸
氏
は
（
四
一
）、
伝
二
の
丸
東
溜
り
と
天
主
台
穴
蔵
と
で
遺
構
の
検
出
状
況
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
穴
蔵
は
天
主
炎
上
後
に
火
事
場
整
理
が
行
わ
れ
た

と
し
た
。
そ
の
う
え
で
天
主
台
穴
蔵
が
土
砂
な
ど
に
よ
っ
て
埋
没
す
る
ま
で
の
間
、

そ
の
形
状
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。

　

そ
の
他
、
渡
辺
江
美
子
氏
に
よ
れ
ば
（
四
二
）、「
貞
享
古
図
」
は
信
長
の
百
回
忌
に
合
わ

せ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
書
き
込
ま
れ
た
郭
の
名
称
こ
そ
当
時
の
伝
承
に
よ
る

も
の
の
、
石
垣
の
配
置
や
郭
の
形
状
な
ど
は
あ
る
程
度
の
実
測
に
基
づ
く
と
い
う
。

こ
の
場
合
、
仮
に
同
図
が
描
か
れ
た
時
点
で
天
主
台
穴
蔵
が
土
砂
な
ど
に
よ
っ
て

完
全
に
埋
没
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
図
中
に
穴
蔵
周
囲
の
石
垣
が
描
か
れ
た
可

能
性
は
低
い
。
以
上
の
諸
点
か
ら
す
る
と
、
天
主
台
穴
蔵
が
一
七
世
紀
後
期
の
時

点
で
露
出
し
た
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

3　
「
天
守
指
図
」地
階
平
面
図
と
実
際
の
天
主
台
穴
蔵
の
平
面

　

河
田
・
清
水
両
氏
は
、「
天
守
指
図
」
地
階
平
面
図
（
四
三
）（

図
7
）
に
穴
蔵
の
登
り
口

が
実
状
に
即
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
点
か
ら
同
図
が
江
戸
時

代
に
作
成
さ
れ
た
復
元
図
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
平
成

調
査
で
作
成
さ
れ
た
天
主
台
発
掘
遺
構
図
（
四
四
）（
図
8
）
に
基
づ
き
、「
天
守
指
図
」
地

階
平
面
図
と
実
際
の
天
主
台
穴
蔵
を
比
較
検
討
す
る
。

　

ま
ず
「
天
守
指
図
」
地
階
平
面
図
は
、
穴
蔵
全
体
の
平
面
を
不
等
辺
多
角
形
に

し
た
点
、
穴
蔵
の
登
り
口
を
南
東
辺
に
設
け
た
点
で
、
あ
る
程
度
実
状
に
即
し
た

も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
「
天
守
指
図
」
と
実
状
と
で
は
、
登
り
口
内
部
に
設
け

ら
れ
た
石
段
の
段
数
と
配
置
、
石
段
周
囲
の
石
垣
の
配
置
が
大
き
く
異
な
る
。
さ

ら
に
「
天
守
指
図
」
地
階
平
面
図
に
は
中
央
部
に
宝
塔
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
木
戸
氏
に
よ
れ
ば
、
中
央
ピ
ッ
ト
の
周
囲
に
何
ら
か
の
施
設
を
設
置
し

た
考
古
学
的
痕
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
既
に
宮
上
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
天
守
指
図
」
と
実
状
と
で
は
穴
蔵
周

囲
の
石
垣
の
配
置
が
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
北
辺
の
石
垣
は
実
際
の
東
西
幅
が

七
間
を
超
え
る
程
度
で
あ
っ
て
、
礎
石
列
の
北
端
に
沿
っ
て
築
か
れ
る
の
に
対
し
、

「
天
守
指
図
」
で
見
る
と
、
北
辺
の
石
垣
の
東
西
幅
は
十
間
を
超
え
て
お
り
、
西
端

に
向
か
う
に
つ
れ
て
礎
石
列
よ
り
離
れ
る
。

　

さ
ら
に
地
階
の
部
屋
割
り
に
つ
い
て
、「
天
守
指
図
」
は
南
西
隅
に
三
間
四
方
の

部
屋
と
三
間
╳
二
間
の
部
屋
を
描
い
て
お
り
、
内
藤
氏
は
こ
れ
ら
が
土
蔵
で
あ
っ

た
と
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
穴
蔵
周
囲
の
石
垣
が
大
き
く
東
側
に
入
り
込
む
た

め
、
地
階
の
南
西
隅
に
こ
れ
ら
の
部
屋
を
設
け
る
余
地
は
な
い
。
つ
ま
り
「
天
守

指
図
」
地
階
平
面
図
に
描
か
れ
た
部
屋
割
り
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
は
不
可
能
な
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構
成
と
言
え
る
。

4　
小
結

　

内
藤
氏
に
よ
れ
ば
、「
天
守
指
図
」
は
一
七
世
紀
末
頃
に
池
上
右
平
正
治
が
安
土

城
天
主
の
正
確
な
指
図
を
透
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
正
治
は
透
写
し
た
図
に
対
し

て
自
身
の
署
名
を
加
え
た
。
た
だ
し
現
存
す
る
図
は
正
治
の
子
孫
で
あ
る
池
上
延

世
が
改
め
て
透
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

先
に
検
討
を
加
え
た
よ
う
に
、
正
治
が
生
き
た
一
七
世
紀
末
頃
に
は
、
天
主
台

外
周
部
の
石
垣
や
穴
蔵
周
囲
の
石
垣
が
確
認
で
き
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
場
合
、「
天
守
指
図
」
地
階
平
面
図
な
ら
び
に
一
階
平
面
図
が
あ
る
程
度
実
状
に

即
し
て
不
等
辺
多
角
形
に
描
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
同
図
が
江
戸
時
代
に
作
成

さ
れ
た
復
元
図
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

　

そ
の
一
方
、「
天
守
指
図
」
が
天
主
の
正
確
な
指
図
を
透
写
し
た
も
の
と
す
る
に

は
、
現
存
す
る
遺
構
と
の
相
違
が
あ
ま
り
に
大
き
い
。
特
に
地
階
平
面
図
の
部
屋

割
り
は
実
際
に
は
不
可
能
な
構
成
で
あ
る
。「
天
守
指
図
」が
作
成
さ
れ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
史
料
の
不
足
か
ら
詳
細
が
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
同
図
に
描
か
れ
た

全
て
が
実
在
し
た
天
主
の
指
図
を
正
確
に
透
写
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

四　
お
わ
り
に

　

河
田
・
清
水
両
氏
は
内
藤
案
の
蓋
然
性
を
示
す
考
古
学
的
物
証
と
し
て
、
中
央

ピ
ッ
ト
の
内
部
で
見
つ
か
っ
た
甕
の
破
片
、
さ
ら
に
は
瓦
当
部
が
斜
め
に
な
っ
た

軒
丸
瓦
と
軒
平
瓦
を
挙
げ
た
。し
か
し
平
成
調
査
の
成
果
に
よ
れ
ば
、当
該
の
甕
の

破
片
は
安
土
城
天
主
と
は
無
関
係
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
瓦
当
部
が
斜
め
に
な
っ

た
瓦
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
が
天
主
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。

　

ま
た
内
藤
氏
が
行
っ
た
天
主
台
の
復
元
考
察
は
石
垣
の
反
り
と
い
う
点
で
妥
当

と
は
言
え
ず
、
同
氏
が
指
摘
を
し
た
廊
状
建
物
脚
部
の
礎
石
に
つ
い
て
も
、
平
成

調
査
で
は
抜
取
痕
す
ら
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
天
守
指
図
」
地
階
平
面
図

に
示
さ
れ
た
部
屋
割
り
は
、
実
際
に
は
不
可
能
な
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、「
天
守
指
図
」
の
復
元
史
料
と
し
て
の
信
頼
性
は
低
く
（
四
五
）、

そ
れ
に

伴
い
内
藤
案
の
蓋
然
性
も
否
定
さ
れ
る
。

　

安
土
城
天
主
を
復
元
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
は
、
天
主
内
部
の
部
屋
な
ど
を

詳
述
し
た
文
献
史
料
「
安
土
日
記
」
に
加
え
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
考
古
学
的

知
見
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
後
世
の
天
守
や
重
層
櫓
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
建
築

的
構
成
も
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

同
天
主
の
復
元
史
料
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
初

頭
に
お
け
る
天
守
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
、
同
天
主
の
復
元
考
察
は
重
要
な
課

題
と
言
え
る
。
既
に
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
部
屋
割
り
を

復
元
し
た
。
今
後
は
四
階
以
上
の
平
面
に
加
え
て
断
面
・
立
面
の
構
成
を
検
討
す

る
。
そ
の
う
え
で
同
天
主
の
建
築
史
上
に
お
け
る
特
質
を
考
察
す
る
。

﹇
付
記
﹈　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
若
手
研
究
（
研
究
課
題
番
号20K

14942

）
の

助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

註
（
一
） 
内
藤
昌
「
安
土
城
の
研
究
（
上
・
下
）」『
國
華
』
第
九
八
七
・
九
八
八
号
、
一
九

七
六
年
。

（
二
） 

内
藤
昌
前
掲
論
文
（
註
一
参
照
）
に
所
収
。 

（
三
） 

同
模
型
は
万
国
博
覧
会
の
後
に
近
江
八
幡
市
（
旧
安
土
町
）
の
展
示
施
設
「
安
土
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城
天
主
信
長
の
館
」
へ
と
移
設
さ
れ
た
。
 

（
四
） 
宮
上
茂
隆
「
安
土
城
天
主
の
復
原
と
そ
の
史
料
に
就
い
て
（
上
・
下
）」『
國
華
』
第

九
九
七
・
九
九
八
号
、
一
九
七
七
年
。

（
五
） 

拙
稿
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
天
守
指
図
」
に
関
す
る
考
察
」『
日
本
建
築
学
会
大
会
学

術
講
演
梗
概
集
』、
二
三
〜
二
四
頁
、
二
〇
二
〇
年
九
月
。
同
「
安
土
城
天
主
に
関

す
る
復
元
的
考
察
（
そ
の
一
）
―
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
部
屋
割
り
―
」『
建
築
史

学
』
第
七
六
号
、
二
〜
三
一
頁
、
二
〇
二
一
年
三
月
。 

（
六
） 

河
田
克
博
・
清
水
隆
宏
「
安
土
城
天
主
内
藤
昌
復
元
案
の
追
考
」『
日
本
建
築
学
会

大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』、
三
〇
五
〜
三
〇
六
頁
、
二
〇
一
三
年
八
月
。

（
七
） 

河
田
克
博
・
清
水
隆
宏
「
池
上
家
伝
来
『
天
守
指
図
』
の
信
憑
性
」『
日
本
建
築
学

会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』、
八
一
三
〜
八
一
四
頁
、
二
〇
二
一
年
九
月
。

（
八
） 

高
田
徹
「
安
土
城
天
守
に
関
す
る
問
題
と
課
題
」『
織
豊
系
城
郭
と
は
何
か
―
そ
の

成
果
と
課
題
―
』、
二
四
七
〜
二
五
〇
頁
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
七
年
四
月
。

（
九
） 

安
土
城
主
郭
部
に
は
、
天
主
台
の
西
に
伝
二
の
丸
跡
、
東
に
本
丸
取
付
台
、
南
に

伝
本
丸
跡
、
伝
本
丸
跡
の
東
に
伝
三
の
丸
跡
が
位
置
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
郭

の
名
称
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
描
か
れ
た
「
近
江
国
蒲
生
郡
安
土
古
城
図
」

の
書
き
込
み
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
、
一
次
史
料
に
よ
る
裏
付
け
は
な
い
。
た
だ

し
、
本
稿
で
は
通
例
に
倣
い
上
記
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
〇
） 

海
野
聡
『
古
建
築
を
復
元
す
る　

過
去
と
現
在
の
架
け
橋
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
四
四
四
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
三
月
。

（
一
一
） 

本
稿
の
内
容
の
一
部
は
二
〇
二
二
年
度
日
本
建
築
学
会
大
会
に
お
い
て
既
に
発

表
し
た
（
拙
稿
「
安
土
城
天
主
内
藤
昌
復
元
案
に
対
す
る
批
判
的
考
察　

―
天
主

台
の
復
元
に
つ
い
て
―
」『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』、
三
六
三
〜

三
六
四
頁
、
二
〇
二
二
年
九
月
）。

（
一
二
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』
一
二
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇

二
年
三
月
）
に
お
け
る
記
述
に
倣
い
、
本
稿
で
は
甕
と
記
す
。

（
一
三
） 

宮
上
茂
隆
前
掲
論
文
（
註
四
参
照
）。
佐
藤
大
規
「
安
土
城
天
主
の
平
面
復
元
に

関
す
る
試
案
」『
史
學
研
究
』
第
二
五
五
号
、
一
〜
二
二
頁
、
二
〇
〇
七
年
二
月
。

同
「
安
土
城
天
主
の
構
造
お
よ
び
外
観
に
関
す
る
復
元
考
察
」『
史
學
研
究
』
第
二

八
三
号
、
二
二
〜
五
二
頁
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
一
四
） 『
滋
賀
縣
史
蹟
調
査
報
告
』
第
十
一
冊
・
安
土
城
址
、
滋
賀
県
、
一
九
四
二
年
六
月
。

（
一
五
） 

木
戸
雅
寿
『
よ
み
が
え
る
安
土
城
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
六
七
、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
。

（
一
六
） 

当
該
の
甕
の
破
片
に
対
し
て
科
学
的
な
年
代
判
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
一
七
） 

内
藤
昌
『
復
元
安
土
城
』、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
五
月
。

（
一
八
） 

内
藤
昌
前
掲
論
文
（
註
一
参
照
）
に
所
収
。

（
一
九
） 

北
垣
聰
一
郎
『
石
垣
普
請
』
も
の
と
人
間
の
文
化
史
五
八
、
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
七
年
三
月
。

（
二
〇
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
石
垣
調
査
報
告
』
Ⅰ
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一

年
三
月
。

（
二
一
） 

河
田
克
博
・
清
水
隆
宏
発
表
梗
概
（
註
七
参
照
）
の
註
に
は
、「
筆
者
が
北
垣
氏

か
ら
直
接
お
聞
き
し
た
弁
」
と
あ
る
。

（
二
二
） 

宮
武
正
登
『
肥
前
名
護
屋
城
の
研
究　

中
近
世
以
降
期
の
築
城
技
法
』、
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
二
〇
年
三
月
。

（
二
三
） 
市
川
浩
文
「
名
護
屋
城
石
垣
の
勾
配
測
量
調
査
（
二
）」『
研
究
紀
要
』（
佐
賀
県

立
名
護
屋
城
博
物
館
）
第
二
一
集
、
一
一
〜
三
〇
頁
、
二
〇
一
五
年
三
月
。

（
二
四
） 

滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
・
木
戸
雅
寿
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
安
土
城
内
に
は
一

部
に
反
り
を
付
し
た
石
垣
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
昭
和
期
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に
実
施
さ
れ
た
復
元
修
理
の
結
果
で
あ
る
。

（
二
五
） 
例
え
ば
熊
本
城
大
天
守
台
に
は
強
い
反
り
が
見
ら
れ
る
が
、
隅
角
部
の
算
木
積

み
は
未
完
成
で
あ
る
。

（
二
六
） 

北
垣
聰
一
郎
「
伝
統
的
石
積
み
技
法
の
成
立
と
そ
の
変
遷
―
穴
太
積
み
の
意
味

す
る
も
の
―
」『
考
古
学
論
攷
』（
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀
要
）
第
二
二
冊
、
一
〜

二
三
頁
、
一
九
九
九
年
一
月
。

（
二
七
） 

北
野
博
司
「
石
垣
秘
伝
書
に
み
る
勾
配
の
視
覚
化
と
相
互
比
較
」『
令
和
二
年
度

東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』、
四
四
〜
五
四
頁
、

二
〇
二
一
年
五
月
。

（
二
八
） 

安
土
城
に
残
さ
れ
た
石
垣
の
高
さ
・
長
さ
に
つ
い
て
は
、
石
垣
報
告
書
に
記
載

さ
れ
た
情
報
に
基
づ
く
。

（
二
九
） 

内
藤
昌
前
掲
書
（
註
一
七
参
照
）
に
所
収
。

（
三
〇
） 

当
時
の
石
垣
の
埋
没
状
況
に
つ
い
て
は
、
内
藤
昌
前
掲
論
文
（
註
一
参
照
）
に

載
せ
ら
れ
た
写
真
で
確
認
で
き
る
。

（
三
一
） 

別
稿
に
お
い
て
、
筆
者
は
天
主
台
石
垣
が
直
線
状
に
築
か
れ
た
と
し
て
復
元
考
察
を

進
め
た
（
拙
稿
「
安
土
城
天
主
に
関
す
る
復
元
的
考
察
（
そ
の
一
）
―
一
階
か
ら
三
階

ま
で
の
部
屋
割
り
―
」、前
掲
註
五
参
照
）。
こ
こ
で
復
元
し
た
天
主
台
上
端
平
面
図
に

よ
れ
ば
、
穴
蔵
の
周
囲
に
は
上
端
幅
二
間
程
度
の
石
塁
が
あ
り
、
北
側
の
み
幅
が
広
く

な
っ
て
い
た
。
ま
た
「
安
土
日
記
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
部
屋

割
り
は
、
こ
こ
で
復
元
し
た
天
主
台
上
端
平
面
図
と
大
き
な
矛
盾
が
な
い
。

（
三
二
） 

図
は
静
嘉
堂
文
庫
の
提
供
に
よ
る
。

（
三
三
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』
一
一
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇

一
年
三
月
）
に
所
収
。
内
藤
氏
作
成
の
伝
本
丸
跡
実
測
図
は
内
藤
昌
前
掲
書
（
註

一
七
参
照
）
に
所
収
。

（
三
四
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
一
（
前
掲
註
三
三
参
照
）
に
所
収
。

（
三
五
） 

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
日
本
史
』
五
・
五
畿
内
編
Ⅲ
、
中
央
公
論
社
、
一

九
七
八
年
六
月
。

（
三
六
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』
Ⅱ
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九

年
三
月
。

（
三
七
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』
一
二
（
註
一
二
参
照
）。

（
三
八
） 

小
島
捨
市
編
『
校
訂
頭
註　

近
江
輿
地
志
略
』、
西
濃
印
刷
株
式
会
社
出
版
部
、

一
九
一
五
年
一
一
月
。

（
三
九
） 

一
七
世
紀
の
炭
化
物
に
つ
い
て
、
そ
の
年
代
は
一
六
三
〇
年
か
ら
一
六
六
五
年

の
可
能
性
が
五
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
五
二
五
年
か
ら
一
五
六
五
年
の
可
能
性

が
四
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
判
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
安
土
城
天
主
よ
り
も
遡

る
時
期
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

（
四
〇
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
〇
、
主
郭
西
面
・
搦
手
道
湖
辺
部

の
調
査
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
。

（
四
一
） 

木
戸
雅
寿
「『
天
守
指
図
』
の
謎
―
安
土
城
天
主
を
巡
っ
て
―
」『
十
六
世
紀
史

論
叢
』
第
一
四
号
、
二
九
〜
五
五
頁
、
二
〇
二
一
年
三
月
。

（
四
二
） 

渡
辺
江
美
子
「
貞
享
古
図
の
成
立
」『
安
土
城
』
歴
史
群
像
名
城
シ
リ
ー
ズ
三
、

一
一
〇
〜
一
一
四
頁
、
学
習
研
究
社
、
一
九
九
四
年
一
二
月
。

（
四
三
） 

図
は
静
嘉
堂
文
庫
の
提
供
に
よ
る
。

（
四
四
） 『
特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
二
（
前
掲
註
一
二
参
照
）
に
所
収
。

中
央
ピ
ッ
ト
と
い
う
書
き
込
み
は
筆
者
に
よ
る
追
記
で
あ
る
。

（
四
五
） 「
天
守
指
図
」
の
史
料
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
検
討
を
試
み

る
予
定
で
あ
る
。

 

（
な
か
む
ら　

や
す
お　

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
）


